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JA新潟厚生連小千谷総合病院新築事業の概要   2 ～ 3
平成25年度決算状況の公表   4 ～ 6
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いつもの暮らしにがん検診を   14 ～ 15
お知らせ・健診日程   18 ～ 20

片貝まつり
伝統の筒引き
　9月8日㈪～10日㈬、片貝まつりが開催さ
れました。9日は花火打ち上げの無事と成功
を祈る伝統の筒引きが行われ、「若」と呼ば
れる片貝町の18～25歳のみなさんが元気に
花火の筒を引いて町内を練り歩きました。
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新
病
院
の
目
的
　

　
現
在
、
小
千
谷
総
合
病
院
・
魚
沼
病
院
と
も

に
医
師
不
足
・
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
両
病
院
を
統
合
再
編
し
た
新
病
院
は
、
周
辺

医
療
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
医
療
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

新
病
院
の
機
能
・
特
性

〇
新
病
院
の
地
域
で
の
位
置
づ
け

　
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
急
性
期
（
※
1
）

　
か
ら
慢
性
期
（
※
2
）
医
療
ま
で
可
能
な
限

　
り
地
域
完
結
型
の
医
療
提
供
体
制
を
つ
く
り

　
ま
す
。

〇
救
急
医
療
の
機
能

　
地
域
の
救
急
医
療
を
担
う
た
め
の
診
療
機
能

　
を
備
え
る
と
と
も
に
、
高
度
・
専
門
的
医
療

　
に
つ
い
て
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り

　
ま
す
。

〇
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
の
充
実

　
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
増
加
す
る

　
慢
性
透
析
患
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

〇
周
産
期
医
療
の
充
実

　
周
産
期
（
※
3
）
医
療
機
能
の
充
実
を
図
り

　
ま
す
。

〇
リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
充
実

　
急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
患
者
を
受
け
入
れ
、

　
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
充
実
さ
せ
、
患
者
の
在
宅

　
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

〇
緩
和
ケ
ア
機
能
の
充
実

　
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の

　
整
備
を
行
い
ま
す
。

〇
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
の
機
能

　
将
来
の
医
師
確
保
に
向
け
て
、
臨
床
研
修
指

　
定
病
院
の
指
定
に
必
要
な
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

〇
健
康
診
断

　
需
要
が
多
い
人
間
ド
ッ
ク
・
事
業
所
健
診
に

　
対
応
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

※
1
：
急
性
期
…
症
状
が
急
激
に
現
れ
る
時
期
。

　
病
気
に
な
り
始
め
の
時
期
。

※
2
：
慢
性
期
…
病
状
は
比
較
的
安
定
し
て
い

　
る
が
、
治
癒
が
困
難
な
状
態
が
続
い
て
い
る

　
時
期
。

※
3
：
周
産
期
…
妊
娠
22
週
か
ら
生
後
満
7
日

　
未
満
ま
で
の
期
間
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
病
院
統
合
支
援
室

83
・
1
8
8
0

J
A
新
潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病
院
新
築
事
業
の
概
要

新病院概要

■事業主体／新潟県厚生農業協同組合連合会（新潟県厚生連）
■病院名／新潟県厚生農業協同組合連合会　小千谷総合病院
■建設場所／平沢地内
■開院時期／平成28年10月（予定）

新病院イメージ図

　
公
益
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
と
厚
生
連
魚
沼
病
院
の
統
合
再
編
に
よ
り
、

厚
生
連
が
運
営
主
体
と
な
る
新
病
院
の
実
施
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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JA 新潟厚生連小千谷総合病院新築事業の概要

建物概要（予定）

■敷地面積／51,213㎡
■建築面積／8,315㎡
■延床面積／28,168㎡
■構造／鉄骨鉄筋コンクリート造地上6階、塔屋1階
■各階の配置／

施設内容（予定）

■病床数／一般病床250床、療養病
　床50床、計300床
■診療科目／内科、消化器内科、呼
　吸器内科、循環器内科、神経内科、
　心療内科、人工透析内科、小児科、
　外科、乳腺外科、整形外科、脳神
　経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦
　人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線
　科、麻酔科、リハビリテーション
　科、総合診療科　全21診療科
●4床室は個室感があり療養環境の
　充実やプライバシーに配慮したも
　のとします。

建設スケジュール（予定）

●平成26年11月　建設工事着工
●平成28年  7月　建設工事竣工
●平成28年10月　開院

6階 一般病棟 
（50床）

ナース
ステーション

一般病棟 
（51床）

5階 一般病棟 
（50床）

ナース
ステーション

療養病棟
（50床）

4階 一般病棟
（50床） 分娩 ナース

ステーション
一般病棟
（49床）

3階 医局 手術室 事務管理室

2階 人工透析室 リハビリ
テーション 健診センター 外来診察室 講堂

1階 受付・薬剤 売店 放射線
CT/MRI

エントランス
ホール 外来診察室 内視鏡 検査

配置図（予定）

　その他別棟としてエネルギー棟、車庫などを配置します。外構として駐車場（900台）、駐輪場、緑地、調
整池などを整備します。

駐車場
（176台）

駐車場
（319台）

市車両センター

駐車場（1
34台）

至　長岡

至　小千谷市街地

主
要
地
方
道

　
長
岡
片
貝
小
千
谷
線

イオン小千谷店様

市道　高梨
道ノ木線

市
道
　
西
小
千
谷
1
号
線

新病院

駐車場
（169台）

駐車場
（18台）

駐車場
（77台）

正
面
玄
関

米沢川

時間外出入口

救急入口

駐車場
（7台）

公共交通
乗降所

エネルギー棟 車庫棟

駐輪場駐輪場

調
整
池

緑
地

東
側
出
入
口

北側出入口

　　　Ⓗ
ドクターヘリ離着陸場
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主
な
事
業

▽
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
…
…
…
…
5
億
5
7
7
4
万
円

▽
庁
舎
耐
震
化
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
億
1
7
0
6
万
円

▽
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
9
4
6
7
万
円

▽
消
雪
パ
イ
プ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
…
…
…
…
…
1
億
4
9
9
6
万
円

一
般
会
計

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
8
7
億
8
1
2
0
万
円
、

歳
出
総
額
は
1
8
3
億
1
2
9
万
円
で
、
そ
の
差
額
4
億
7
9
9
1
万

円
を
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
5
7
6
4
万
円
は

平
成
25
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
工
事
な
ど
の
繰
り
越
し
で
、
使
い
み

ち
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
黒
字
額
は
4
億
2
2
2

7
万
円
と
な
り
ま
す
。

市税（市民税・固定資産税など）
　　13万6,098円

諸収入・繰入金など
　　6万3,557円

繰越金
　　  1万4,287円

地方交付税（普通・特別交付税）
　　12万1,435円

国・県からの補助金など
　　  7万7,699円

その他交付金など
　　  1万7,307円

市債
　　  6万6,001円

歳 入 市民1人あたり

49万6,384円

人口
（住民基本台帳より）

37,836 人
（平成25年度末）

市税
51億4,942万円
27.4％ 諸収入

9億8,455万円
5.2％
繰入金など
14億2,021万円
7.6％

地方交付税
45億9,461万円
24.5％

繰越金
5億4,057万円
2.9％

国・県からの補助金など
29億3,983万円
15.6％

その他交付金など
6億5,481万円
3.5％市債

24億9,720万円
13.3％

市民から
43.1％

国・県から
43.6％

借入金
13.3％

歳入
187億
8,120万円

市
民
一
人
あ
た
り
の
歳

出
額
の
推
移

　
平
成
15
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
ま
で
の
推
移
を
グ

ラ
フ
に
し
ま
し
た
。

　
中
越
大
震
災
の
発
生
に

よ
る
災
害
復
旧
事
業
な
ど

に
よ
り
平
成
18
年
度
ま
で

増
え
続
け
、
平
成
19
年
度

か
ら
震
災
前
の
規
模
に
戻

り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
は
小
千
谷
小
学
校
改
築

事
業
な
ど
に
よ
り
再
び
増

え
ま
し
た
。

30

40

50

60

70

80

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

万円

中越大震災発生

平
成
25
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

―　4
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平成25年度決算状況の公表

市
の
財
産
の
状
況

　
市
の
財
産
に
は
学

校
な
ど
の
土
地
、
建

物
の
ほ
か
、
将
来
実

施
す
る
事
業
の
た
め

の
積
立
金
で
あ
る
基

金
や
、
有
価
証
券
、

出
資
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
主
な
財
産
の

状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　
市
債
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を
借
り
入
れ
る
も

の
で
す
。
一
般
会
計
の
平
成
25
年
度
末
の
残
高
は
前
年
度
に
比
べ

10
億
9
3
2
6
万
円
増
え
ま
し
た
。

主な財産の状況

区　分 状　況

公
有
財
産

主
な
施
設

小学校 8校

中学校 5校

保育園 11園

公営住宅 424戸

有価証券 2,908万円

出資による権利 7,678万円

基
金
財政調整基金 45億5,751万円

その他特定目的基金 39億6,111万円

市債残高

会計名
平成24年
度末残高

平成25年
度末残高

市民
1人あたり

一般会計 149億
1,149万円

160億
475万円

42万
3,003円

工業団地事
業特別会計

 3,938万円 0円 0円

歳 出市民1人あたり

48万3,700円

市民１人　　　　その年度の　　その年度末の
あたりの金額　　各総額　　　　市の人口
※それぞれの金額を四捨五入しているため、合計と合わな
　い場合があります。

民生費
42億436万円
23.0％

土木費
29億351万円
15.9％

総務費
26億8,339万円
14.7％

教育費
22億5,190万円
12.3％

公債費
16億791万円
8.8％

商工費
10億7,423万円

5.9％

衛生費
14億3,404万円
7.8％

消防費
12億3,592万円

6.7％

農林水産業費
6億5,784万円

3.6％

議会費など
2億4,819万円

1.3％

歳出
183億  
129万円

0

30

60

90

120

150

広域事務組合から引き継いだ分その他事業分災害復旧事業分

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

一般会計市債残高の推移

（億円）

127 129 122 120 116 116 126 130

2 8 15 20 18 16 14 12

10
6

134 138

12 10

2 1

＝

民生費（高齢者福祉や保育園の整備など）
　　11万1,121円

土木費（道路や河川の整備など）
　　7万6,739円

総務費（事務や財産の管理など）
　　  7万   922円

教育費（学校の整備や文化・スポーツの振興など）
　　  5万9,517円

公債費（市で借りたお金の返済）
　　  4万2,497円

衛生費（健康増進や環境対策など）
　　  3万7,901円

消防費（消防活動など）
　　  3万2,665円

商工費（商工業の振興や観光施設の整備など）
　　  2万8,392円

農林水産業費
　　  1万7,387円

議会費など
　　  6,560円

151

8

1

5　―　市報おぢや10月号
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企
業
会
計

　
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
接
経
営
す

る
企
業
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　
経
営
で
き
る
事
業
は
、
公
共
の
利
益

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
特
別
に
定
め

ら
れ
た
も
の
だ
け
で
す
。

　
小
千
谷
市
で
は
、
ガ
ス
事
業
、
水
道

事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
、
下
水
道
事

業
の
4
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
従
来
に
増
し
て
災
害
に
強

い
施
設
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
年

数
が
経
過
し
た
ガ
ス
管
、
水
道
管
の
布

設
替
な
ど
計
画
的
な
投
資
を
進
め
な
が

ら
、
安
心
と
安
全
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　財政健全化判断比率とは、次の指標で示される財政状
況で、一つでも基準を上回ると早期健全化団体や財政再
生団体となります。
　現在の市の状況は、すべての比率が基準を下回ってい
るため健全であるといえます。

企業会計決算状況

会計名 収益 費用 利益 企業債残高

ガス事業 15億
2,980万円

14億
8,210万円 4,770万円     4億

7,583万円

水道事業   7億
9,214万円

  6億
6,619万円

  1億
2,595万円

  23億
4,271万円

工 業 用
水道事業

  2億
4,159万円

  1億
6,842万円 7,317万円     5億

3,754万円

下 水 道
事 業

15億
6,777万円

13億
6,890万円

  1億
9,887万円

139億
4,976万円

　決算状況や財政健全化判断比率などについて
わからないことなどがありましたら、気軽にお
尋ねください。
■問い合わせ／企画政策課財政係 83-3507
　 plan@city.ojiya.niigata.jp

【指標・用語の解説】
■実質赤字比率

　一般会計などの赤字の比率で、財政運営の悪化の度合
いを示す指標

■連結実質赤字比率

　企業会計を含む全会計の赤字の比率で、市全体の財政
運営の悪化の度合いを示す指標

■実質公債費比率

　歳出のうち借入金返済額の比率を3か年平均したもの
で、借入金の返済が一般会計などにおよぼす影響の度合
いを示す指標

■将来負担比率

　一般会計などで将来負担する見込みの債務の比率で、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標

■資金不足比率

　企業会計ごとの事業の規模（料金収入規模）に対する
資金不足額の比率で、経営状況の深刻度を示す指標

■早期健全化基準

　財政状況に注意喚起を示す段階の基準値

■財政再生基準

　財政再建が必要となる状態の基準値

■経営健全化基準

　経営状況が悪化している状態の基準値

健全化判断比率
指　標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 13.32％ 20.00％

連結実質赤字比率 － 18.32％ 30.00％

実質公債費比率 11.0％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 75.5％ 350.0％

＊実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合、「－」で表示

資金不足比率
会　計 資金不足比率 経営健全化基準

工業団地事業 －

20.0％
ガス事業 －
水道事業 －
工業用水道事業 －
下水道事業 －
＊資金不足額がない場合、「－」で表示

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
管
理

す
る
会
計
で
す
。
国
な
ど
か
ら
の
補

助
金
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経
費
は

受
益
者
（
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
）

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

特別会計の決算状況

会計名 歳入合計 歳出合計 差引額

国民健康保険 40億
8,716万円

39億
659万円

  1億
8,057万円

介 護 保 険 35億
9,128万円

35億
5,715万円 3,413万円

後期高齢者医療   7億
724万円

  6億
8,855万円 1,869万円

工業団地事業   7,052万円 7,001万円 51万円

10
11
12
13
14
15
16

H25H24H23H22H21

%

実質公債費比率の推移

15.8

14.3

13.0

11.7

平成 25年度決算に基づく財政健全化判断
比率・資金不足比率をお知らせします　

11.0
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中越大震災から10年

中
越
大
震
災
か
ら
10
年

式
典
・
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
い
、
当
市
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
「
中
越
大
震
災
」
か
ら
10
月
23
日
㈭
で
10
年
と
な
り
ま
す
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
追
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
全
国

の
み
な
さ
ん
か
ら
受
け
た
ご
支
援
に
感
謝
し
、
ま
た
、
未
来
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、
式
典
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

「中越大震災の日」を定
めました

　市では、毎年10月23日を
「中越大震災の日」として定
めました。
　これは、平成16年10月23
日に発生した新潟県中越大震
災の経験と教訓をいつまでも
忘れることなく継承すること
や、市民のみなさんから防災
意識を高め、安全、安心に対
する誓いを新たにしていただ
く日として、定めたものです。
　ハザードマップでご自宅周
辺の危険場所を確認する、ご
家庭で備蓄品をあらかじめ準
備しておくことなど日頃から
の備えをお願いします。
■問い合わせ／危機管理課危  
　機管理係 83-3515

中越大震災復興10年
結びの灯～感謝を胸に、
未来へGO～

　中越大震災発生から10年
が経過し、全国のみなさんへ
の感謝の気持ちと、東日本大
震災で被災された方々への応
援メッセージを送るため、復
興記念コンサートなどを開催
します。
■開催日時など／10月23日㈭
▷灯篭灯火：午後5時30分～
　8時
▷復興記念コンサート：午後
　5時45分～7時15分
▷震災時の協力ボランティア
　との交流サミット：午後8
　時30分～10時
■会場／総合体育館（交流サ
　ミットはグリーンパーク）
■その他／
▷復興記念コンサートは、入
　場無料、入場整理券不要です。
▷それぞれのイベントの詳細
　は、10月4日の新聞折り込
　みチラシをご確認ください。
■問い合わせ／一般社団法人
　小千谷青年会議所（小千谷
　商工福祉会館内）担当：牛

ご

　腸
ちょう

81-1300

新潟県中越大震災　　
10周年合同追悼式

■日時／10月23日㈭午後1時
　～2時
■会場／シティホールプラザ
　アオーレ長岡アリーナ
■内容／式典、黙祷、献花、
　小学生と中学生の合唱など
■主催／新潟県、長岡市、十
　日町市、見附市、魚沼市、
　南魚沼市、小千谷市
■問い合わせ／危機管理課危
　機管理係 83-3515

小千谷市　　　　　　
中越大震災10周年式典

　中越大震災で犠牲になられ
た方々に追悼の意を表すとと
もに、未来に向かい決意を新
たにするため、式典を開催し
ます。
■日時／10月23日㈭午後5時
　30分～6時35分（予定）
■会場／市民会館大ホール
■参集者／ご遺族、一般市民、
　国・地方公共団体関係者など
■内容／式辞、挨拶、メッセ
　ージ・電報紹介、黙祷、献
　花、誓いの言葉、児童合唱、
　記録ビデオ上映など
■入場無料
※ご来場の際は、駐車場があ
　りませんので、公共交通機
　関などをご利用ください。
■問い合わせ／総務課庶務管
　財係 83-3506 soumu
　@city.ojiya.niigata.jp
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浅
原
神
社
秋
季
例
大
祭

片
貝
ま
つ
り

　
9
月
8
日
㈪
〜
10
日
㈬
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
片
貝
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
8
日
に
は
、
伝
統
祭
り
屋
台
曳
き
廻
し
や
民
踊
流
し

が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
ム
ー
ド
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
9
日
は
、
伝
統

の
筒
引
き
が
行
わ
れ
た
後
、
各
町
内
や
同
級
会
に
よ
る
玉
送
り
が
町

内
を
練
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。
四
尺
玉
で
有
名
な
奉
納
大
煙
火
（
花

火
大
会
）
は
9
日
・
10
日
と
行
わ
れ
、
両
日
と
も
晴
れ
渡
っ
た
片
貝

の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▲伝統屋台曳き廻しでまつりの幕を開けました。

▲片貝巫女爺子供教室のみなさんが練習の成果を披露しました。

▲民踊流しにも、おおぜいの方が参加しました。

▲鼓笛隊パレードでは、「おけさ」も演奏されました。

▲桟敷席をステージにして、片貝大花火音頭を踊りました。

▲筒引きに参加する各町内の「若」のみなさん。

正四尺玉（9日）
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▲筒引きの途中には、馬連が披露されました。

▲筒を神社に届け、木遣りを奉納しました。

▲成人のみなさんが各町内を回りました。

▲片貝伝統芸能保存会による古式玉送り。

▲片貝名物奉納花火太鼓の音色が、桟敷席に
　響き渡りました。

▲日本で唯一「真昼の三尺玉」。

▲伝統ある相撲場で、相撲
　大会が行われました。

▲花火に歓声を上げる同級会のみなさん。

▲感極まる成人のみなさん。

▲花火を見上げる還暦のみなさん。

正四尺玉（10日）
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マイクロバスとステーションワゴンを　　　
官公庁オークションに出品します

　不用となった市のマイクロバスとステーションワゴ
ンをヤフー㈱の官公庁オークションに出品します。 
　オークションの参加申込や入札はインターネットの
「Yahoo!官公庁オークション」内で行われます。入札
参加の手続きなどは、「Yahoo!官公庁オークション」
http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/でご確認

ください。
■物件／
①マイクロバス（26人乗り）1台
②ステーションワゴン（10人
　乗り）1台
■日程／
▷参加申込期間／10月22日㈬
　午後1時～11月10日㈪午後
　2時
▷入札期間／11月25日㈫午後
　1時～12月2日㈫午後1時
▷売払代金納付期限／12月16
　日㈫午後5時15分
■問い合わせ／企画政策課財政
　係 83-3507

信
濃
川
の
増
水
に
注
意
！

　
　
　

警
報
が
流
れ
た
ら
す
ぐ
避
難
！

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河

川
で
の
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
警
報
装

置
と
し
て
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
増
や

す
と
き
と
山
本
調
整
池
か
ら
放
流
す
る
と

き
は
、警
報
（
サ
イ
レ
ン
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
）

を
流
し
ま
す
の
で
、直
ち
に
川
か
ら
離
れ
、

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発

電
所

82
・
2
7
0
2
（
休
日
・
夜
間

82
・
0
1
9
6
）

お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談
会

　
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
や
る
気
が
出

な
い
、
不
眠
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ
の

家
族
の
相
談
を
、
精
神
科
医
師
が
お
受
け

し
ま
す
。
会
場
ま
で
来
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
は
、
訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
／
10
月
27
日
㈪
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
10
月
22
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

83
・
0
8
0
7

①

②

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

△図鑑などを見ながら、鑑
　定作業をされていました。

小千谷きのこ同好会

「
小
千
谷
き
の
こ
同
好
会
」
の
み
な

さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
年
に
4
〜
5
回
、
市
内
や
近
隣
市

の
山
で
き
の
こ
の
採
集
会
と
採
れ
た

き
の
こ
の
鑑
定
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
き
の
こ
が
採
れ
ま
す
か

　
食
べ
ら
れ
る
き
の
こ
、
食
べ
ら
れ

な
い
き
の
こ
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
き
の
こ
が
採
れ
る
の
で
、

み
ん
な
で
図
鑑
を
見
な
が
ら
鑑
定
し

ま
す
。

―
―
き
の
こ
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か

　
採
れ
た
て
の
き
の
こ
は
香
り
や
風

味
が
抜
群
に
良
く
、
と
て
も
お
い
し

い
で
す
。
ま
た
、
き
の
こ
の
種
類
に

よ
っ
て
味
が
異
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

味
覚
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
き
の
こ
の
種
類
は
数
千
と
あ
り
、

一
回
の
採
取
で
何
種
類
も
の
き
の
こ

を
採
る
こ
と
が
で
き
、
発
見
す
る
楽

し
み
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

―
―
み
な
さ
ん
に
ひ
と
言

　
き
の
こ
は
、
採
っ
て
楽
し
い
、
食

べ
て
お
い
し
い
秋
の
味
覚
の
代
表
格

で
す
が
、
中
に
は
毒
性
の
あ
る
も
の

も
あ
り
、
紛
ら
わ
し
い
き
の
こ
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毒
性
の

あ
る
き
の
こ
は
、
煮
て
も
焼
い
て
も

無
毒
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
疑
わ

し
い
き
の
こ
は
絶
対
に
食
べ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　
み
な
さ
ん
が
1
時
間
ほ
ど
山
に
入
っ

て
採
れ
た
き
の
こ
は
、
全
部
で
数
十

種
類
に
も
な
り
ま
し
た
。
色
や
形
も

千
差
万
別
で
、
き
の
こ
の
種
類
の
多

さ
と
、
奥
の
深
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

会員数：約30人　会費：1,000円／年
問い合わせ：代表　野沢弘明　 82-9888



　
も
う
何
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
今

は
故
人
と
な
っ
た
あ
る
高
名
な
落
語
家
が

語
っ
て
い
た
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
言
葉
と
は
「
あ
の
人
に
は
こ
ん

な
こ
と
を
し
て
や
っ
た
、
と
い
う
話
は
し

て
は
い
け
な
い
。
あ
の
人
に
は
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
も
ら
っ
た
、
と
い
う
話
を
す
る

よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

つ
ま
り
「
与
え
た
こ
と
」
を
自
慢
は
せ
ず
、

「
も
ら
っ
た
こ
と
」
に
感
謝
す
る
よ
う
に

努
め
な
さ
い
と
の
忠
告
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
別
の
お
話
で
す
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
話
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
第
35
代
大
統
領
の
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
就
任

式
の
演
説
で
国
民
に
、「
国
家
が
あ
な
た

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
問
う
の
で
は

な
く
、
あ
な
た
が
国
家
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
問
う
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
つ
ま
り
、社
会
か
ら
「
も
ら
う
こ
と
」

で
は
な
く
、「
与
え
る
こ
と
」
に
努
め
な

さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
む
社
会
は
大
変
複
雑
な
仕

組
み
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
住
み
よ
い
市

と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
私

な
り
に
考
え
る
ひ
と
つ
の
答
え
は
、
見
返

り
を
求
め
な
い
た
く
さ
ん
の
「
し
て
あ
げ

る
人
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
た
た

く
さ
ん
の
「
し
て
も
ら
う
人
」
の
社
会
関

係
が
、
ご
く
自
然
に
で
き
上
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
て
も
ら

う
の
が
当
た
り
前
と
思
う
人
ば
か
り
で
は
、

決
し
て
住
み
よ
い
市
に
は
成
り
得
な
い
で

し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
先
日
、
あ
る
僧
侶
の
方
に

伺
っ
た
お
話
で
す
が
、
優
し
い
眼
差
し
を

向
け
た
り
、
笑
顔
で
優
し
く
接
し
た
り
す

る
こ
と
も
、
他
人
の
た
め
に
し
て
あ
げ
る

こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
住
み
よ
い
ま
ち

小
千
谷
市
の
た
め
に
、
誰
で
も
今
す
ぐ
に

で
き
る
「
し
て
あ
げ
る
」
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

（
谷
井
　
靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

90
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△先日、小千谷幼稚園のみなさんが「やさしさ募金」
　を寄附してくれました。園児たちには、いつまで
　も「やさしさ」を持ち続けてほしいと思います。

＜材料＞（4人分）
生いわし   4尾
プロセスチーズ   60㌘
長ねぎ   ½本
おろし生姜   20㌘
みそ   小さじ1
春巻きの皮   8枚
大葉   8枚
小麦粉   大さじ½
水   大さじ1
揚げ油   適量

枚枚
枚枚枚
½½½

量量

＜作り方＞
いわしは3枚におろし、横半分に切る。

チーズは4枚に切り、さらに縦半分にし、いわしの大き
さに合わせる。
長ねぎは小口切りにし、おろし生姜、みそと混ぜてねぎ
みそを作る。
春巻きの皮に大葉、いわし、2のチーズ、3のねぎみそ、
いわしの順に重ねて巻き、小麦粉と水を混ぜたのりでふ
ちを止める。
170～180度の油できつね色になるまで3～4分揚げる。

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー326㌔㌍▷たんぱく質16.1㌘▷脂質
20.4㌘▷カルシウム146㍉㌘▷塩分0.8㌘

1
2
3

いわしのみそチーズ春巻き
今回は魚とチーズを使ったカルシウムたっぷりメニューです。いわしは包丁を使わずに簡単に手開きできますので、新鮮ないわしが手に入りましたらお試しください。まな板の上に広告や牛乳パックを使用すると後片付けが簡単で生臭さを防ぐことができます。まな板や手の生臭さが気になりましたら酢を振りかけてください。

作ってみてね！この料理

＜調理＞
小千谷市食生活改善推進委員 (健康センター内
83-3640）
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い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
今
年
度
に
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
者
の
み
な
さ

ん
に
、
国
・
新
潟
県
・
小
千
谷
市
か
ら
お
祝
い
の
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
内
で
は
26
人
の
方
が

百
歳
に
な
ら
れ
、
そ
の
う

ち
男
性
の
方
も
7
人
と
、

例
年
以
上
に
お
お
ぜ
い
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
康
と
、
一
層
の
長

寿
を
お
祈
り
し
ま
す
。

―　12

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

59

―　12

ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

￥５４０

森
永
卓
郎
さ
ん
講
演
会

　

市
民
会
館
で
「
人
権
・
男
女
共
同
参

画
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
4
3
5
人

の
方
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
な

じ
み
の
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
・
森
永
卓
郎

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
男
と
女
の
あ

り
方
が
変
わ
る　

経
済
も
変
わ
る
」
と

題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
変
わ
ら
ぬ
森
永

さ
ん
の
軽
妙
な
語
り
口
に
、
ほ
ぼ
満
員

と
な
っ
た
会
場
は
た
び
た
び
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

／ 9    18 ／ 9    16

豊
か
な
森
を
目
指
し
て

　

真
人
地
区
で
「
信
濃
川
ふ
る
さ
と

の
森
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
主
催
す

る
、
自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
地

球
の
未
来
に
貢
献
す
る
た
め
、
そ
の

土
地
固
有
の
樹
木
を
植
え
て
森
を
再

生
さ
せ
る
活
動
で
、
市
と
の
共
生
事

業
の
一
つ
で
す
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
お
お
ぜ
い

の
方
が
参
加
し
、
約
6
5
0
0
本
の

苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

プ
チ
サ
バ
イ
バ
ル
体
験

　

山
本
山
の
市
民
の
家
で
、「
テ
ン
ト
に
泊
ま
ろ
う
！
手
づ
く
り
キ
ャ
ン

プ
i
n
山
本
山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
16
人

が
参
加
し
、
火
お
こ
し
や
テ
ン
ト
で
の

寝
泊
り
な
ど
、
非
日
常
的
な
野
外
生
活

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

天
候
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、
テ
ン
ト

は
市
民
の
家
の
体
育
館
内
に
設
置
し
ま

し
た
が
、木
材
で
箸
を
作
っ
た
り
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
を
す
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
バ
イ
バ
ル
体

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

／ 9    13／ 9 13
     ～

14
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まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

山
本
山
で
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を

　

お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
で
、
第
3
回
山
本
山
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ア
ル
パ
カ
と
ふ
れ
あ
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

ア
ル
パ
カ
に
え
さ
を
あ
げ
た
り
、
触
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、
来
場
者

は
貴
重
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
興

味
深
そ
う
に
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
た
め
、

お
お
ぜ
い
の
方
が
来
場
し
、
さ
わ

や
か
な
秋
の
休
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
金
で
太
鼓
や　

お
囃
子
車
用
や
ぐ
ら
を
購
入

　

船
岡
町
内
会
と
山
谷
坪
野
子
供
会

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

の
た
め
、
太
鼓
や
車
の
荷
台
に
乗
せ

る
お
囃
子
車
用
の
や
ぐ
ら
な
ど
お
祭

り
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

購
入
に
あ
た
り
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
を
利
用
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
公
民
館
係
（
市
民
会
館
内
）

82
・
9
1
1
1

生
誕
1
2
0
年
を
記
念
し
て

　

市
制
施
行
60
周
年
・
西
脇
順
三
郎
生
誕
1

2
0
年
を
記
念
し
て
、
市
民
会
館
で
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
芥
川
賞
受
賞
作
家
の
諏
訪

哲
史
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
古
代
が
懐
か

し
い　

西
脇
順
三
郎
の
『
永
遠
＝
超
時
間
』」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
大
学
教
授
や
詩
人
、

美
術
評
論
家
な
ど
6
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
迎

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
西
脇
順
三
郎
の

作
品
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

／ 9　 27

愛
称
は
「
ぱ
わ
す
こ
小
千
谷
」

　

公
益
財
団
法
人
小
千
谷
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
設
立
30
周
年
記
念
式
典
が
サ

ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
設
立
30
周
年
に
あ
わ
せ
て

募
集
し
て
い
た
愛
称
が
発
表
さ
れ
、
応
募

総
数
1
1
8
件
の
中
か
ら
、「
ぱ
わ
す
こ
」

が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
ぱ
わ

す
こ
」
と
は
、「
パ
ワ
ー
」
と
「
す
こ
や
か
」

を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
今
後
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
ぱ
わ
す
こ
小
千
谷
」

と
い
う
愛
称
で
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

／ 9　 26
未
来
へ
つ
な
ぐ　

平
和
の
バ
ト
ン

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
松
尾
洋
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
千
田
、

東
小
千
谷
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
被
爆
体

験
記
を
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
尾
さ
ん
は
、
悲
し
み
や
平
和
へ
の
願
い

と
い
っ
た
被
爆
者
の
思
い
を
お
お
ぜ
い
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
し
た
う
え
で
、
生
徒

た
ち
に
「
今
日
は
み
な
さ
ん
に
平
和
の
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
バ

ト
ン
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
さ
ん
か
ら
語
ら
れ
る
被
爆
体
験
記
に
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

／ 9　 18

／ 9　 28

△お囃子車用やぐら（山谷坪野子供会） △太鼓と太鼓台（船岡町）
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乳
が
ん
は
、
乳
房
の
な
か
の
母
乳
を
つ
く
る
と
こ
ろ

（
乳
腺
）
や
母
乳
を
乳
首
ま
で
運
ぶ
管
（
乳
管
組
織
）
か

ら
発
生
す
る
が
ん
で
す
。
直
接
的
な
原
因
は
ま
だ
は
っ

き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
統
計
的
な
調
査
か

ら
、
血
縁
者
に
乳
が
ん
に
な
っ
た
人
が
い
る
、
早
い
初

潮
や
遅
い
閉
経
、
初
産
年
齢
の
高
齢
化
、
出
産
数
が
少

な
い
、
授
乳
経
験
が
少
な
い
、
高
脂
肪
食
の
摂
取
増
加
、

閉
経
後
の
肥
満
な
ど
は
乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
人
女
性
の
14
人
に
1
人
が
乳
が
ん
に
か

か
る
と
推
計
さ
れ
、
け
っ
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
乳
が
ん
の
発
生
は
20
歳
過
ぎ
か
ら
認
め
ら
れ
、
40

歳
代
後
半
が
ピ
ー
ク
で
す
。
早
期
に
見
つ
け
て
治
療
す

れ
ば
、
乳
房
を
温
存
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
な
切
除
手
術

で
が
ん
を
取
り
除
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

がん検診　 を。受診で早期発見！

いつもの暮らしに

～女性特有のがんについて～

■  

小
千
谷
市
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
死
因
者
の
状
況

　
過
去
10
年
間
で
、
乳
が
ん
で
25
人
の
方
が
、
子
宮
が
ん
（
子

宮
頸
が
ん
と
子
宮
体
が
ん
）
で
11
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
グ
ラ
フ
１
）

　
ま
た
、
若
年
層
の
方
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

0

1

2

3

4

5

6

7
グラフ1：乳がん・子宮がん死因者の年齢階級別人数（H16～25年）

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

年齢

乳がん
子宮がん

■出典／小千谷市健康センター調べ

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
で
あ
る
子
宮
頸
部

の
表
面
の
細
胞
に
が
ん
が
で
き
る
病
気
で
す
。
そ
の
原

因
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
持
続
的
な
感
染
で
す
。
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
症
状
が
現
れ
る
こ
ろ
に
は
病
状
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
で
が
ん
に
変
わ
り
や
す
い
細
胞
の
段
階
で

発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
近
年
、

20
歳
代
や
30
歳
代
の
若
年
層
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん

子
宮
頸
が
ん

今回は女性特有のがんである「乳がん」と「子宮頸がん」について説明します。
■問い合わせ／健康センター保健係 83-3640

1

3

4

6

2 2 2 2 2 2

1 1 1 1

3 3

人
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いつもの暮らしにがん検診を

　
小
千
谷
市
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
に
お
け
る

　
が
ん
発
見
の
状
況

　
過
去
10
年
間
で
、
乳
が
ん
検
診
で
は
43
人
の
方
、
子
宮
が
ん

検
診
で
は
8
人
の
方
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
２
）

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
は
、
が
ん
に
変
わ
り
や
す
い
細
胞
が
発

見
さ
れ
た
方
は
72
人
で
、
大
部
分
が
若
年
層
の
方
で
し
た
。

■  

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
す
す
め

　
10
月
は
「
が
ん
検
診
50
％
達
成
に
向
け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
取
り
組
み
月
間
」
で
す
。
昨
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
約
32
％
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
約
41
％
で
し
た
。

（
グ
ラ
フ
３
）

　
面
倒
だ
か
ら
、
恥
ず
か
し
い
か
ら
…
と
た
め
ら
わ
ず
、
乳
が

ん
検
診
は
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳
を
過

ぎ
た
ら
、
少
な
く
と
も
2
年
に
1
度
、
継
続
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
月
に
1
度
は
乳
が
ん
自
己
触
診

法
で
、
し
こ
り
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

0

2

4

6

8

10
人

年齢

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

平成 25 年度平成 24 年度平成 23 年度平成 22 年度平成 21 年度

グラフ2：検診で乳がん・子宮がんが発見された方の
　　　　  年齢階級別人数（H16～25年度）

乳がん検診

子宮頸がん検診

グラフ3：がん検診受診率の推移

■出典／小千谷市健康センター調べ

■出典／小千谷市健康センター調べ

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

％

100

80

60

40

20

0

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮頸がん
生存率
の差 12.8倍 15.6倍 6.4倍 3.0倍 4.0倍

平均
8.4倍

97.1％

7.6

81.1

5.2

99.7

15.5

33.6

99.4
92.5

23.4

均

早期発見
が重要！

グラフ4：早期発見と進行後発見の場合の生存率の差

■出典／
▷国立がん研究センターがん対策情報センター
▷『がんの統計'13』全国がん（成人病）センター協議会加盟施設における5年生存
　率（2001～2005年診断症例）

乳がん
子宮がん

■  

早
期
発
見
で
生
存
率
は
8
倍
以
上

　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
に
限
ら
ず
、
が
ん
は
早
期
発
見
が
重

要
で
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
と
進
行
後
発
見
の
生
存
率
の
差
は

約
8
・
4
倍
で
す
。（
グ
ラ
フ
4
）

　
早
く
見
つ
け
て
、
早
く
治
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■

23.6
24.8

32.7 33.3 32.3
30.4 29.9

39.8 39.7 40.7

無料クーポン券
事業開始

対象者の
偶数年齢の撤廃

1

3

2

6 6

3

11

4 4

2 2

7

9



最初に
リデュース（ごみを減らす）

必要な分だけ買う！
不要なものは断る！

▷量り売りやばら売りをして
　いる食材を買う。
▷過剰な包装は遠慮する。
▷使い捨て商品はなるべく買
　わないようにする。

最後に
リサイクル（再生利用）

ごみの汚れはさっと洗う！
しっかり分別して出す！　

▷生ごみは処理機器などで堆
　肥化し、再利用する。
▷地域や学校などの資源物集
　団回収に参加する。
▷店頭の回収箱を利用する。

次に
リユース（再使用）

すぐに捨てない！
くりかえし使う！

▷リターナブルびん（洗って
　くりかえし使用できる、牛
　乳びんなど）の商品を選ぶ。
▷チラシはメモ紙に、古着は
　雑巾などに再利用する。
▷衣服やおもちゃなどを、兄
　弟姉妹や友達の間でゆずり
　あう。
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はじめてみませんか？ごみを減らす3R

　9月4日㈭に、公益財団法人日本容器包装リサイクル
協会によるプラスチック製容器包装の品質検査が行わ
れました。品質検査には以下の3つの項目があります。
①「破袋度」／収集の際に使用された袋が確実に破か
　れているか
②「容器包装比率」／プラスチック製容器包装以外の
　ごみが混ざっていないか
③「禁忌品」／禁忌品とされる注射器などの医療系廃
　棄物や、刃物などの危険品が混ざっていないか

　これらの項目を、A～Dのランクで評価します。
　昨年度は「破袋度」の項目で「D」ランクでしたが、
今年度は大幅に改善し、最高評価の「A」ランクとな
りました。また、「容器包装比率」、「禁忌品」の項目
でも「A」ランクでした。
　今後もプラスチック製容器包装の品質が「A」ラン
クをもらえるよう、市民のみなさんのご協力をお願い
します。

プラスチック製容器包装の品質評価が「A」ランクでした

「A」ランクを保つには…

　今回、品質評価で「A」ランクではありまし
たが、容器の中に食材などが残ったままのもの
や、汚れているプラスチック製容器包装がやや
目立ちました。
　中身が残っていたり、汚れたままのものが混
ざると、他のきれいに洗われたものまで汚れ、
全体の品質が下がります。
　プラスチック製容器包装は、中身を取り除き、
軽く水で洗ってから出してください。また、二
重袋で出さないでください。
　二重袋で出された場合、袋が破きづらく、中
身の確認が難しくなります。
　その結果、検査において「破袋度」の評価が
下がり、プラスチック製容器包装の品質自体も
下がる原因となります。

■「3R」の優先度、第1位は「リデュース」

　「3R」とは、リデュース（Reduce ／減らす）、リユース（Reuse ／再使用）、リサイクル（Recycle ／
再生利用）のことです。日常生活の中でごみの発生は避けられませんが、「3R」を心がけることでごみを減ら
すことができます。
■問い合わせ／市民生活課衛生施設係 83-3509

　「3R」には優先度があります。優先すべき第1位がリデュース、第2位がリユース、第3位がリサイクルです。
順位の高い方から取り組むことで、「3R」は最も効果を発揮します。
　リデュースは、買い物の仕方や商品の選択などを変えることによって、ごみの発生を根本から抑える取り組
みです。まずは生活に身近なリデュースから、「3R」をはじめてみませんか？

マイバッグの使用

レジ袋をやめて
マイバッグを使用しよう

古着・古本の購入

フリーマーケット
などを利用しよう

10月は
3R推進月間です
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　第55回市民芸能まつり
　市内で活動する芸能団体27団体が出演します。
　日頃の練習の成果をぜひご覧ください。入場は無
料です。
■日時／11月2日㈰午前10時開場、11時開演
■出演団体／民謡・民踊・新舞踊・よさこい・大正
　琴など27団体。
　東や、城内民踊サークル、深雪会、小雪会、裕彩
　会、アンサンブルすばるの会・らんの会、出雲流
　藤和会、小千谷民謡穂波会、小千谷民踊子さくら
　会、小千谷伝統民踊保存会ちぢみ、レイラニ　フ
　ラサークル、とし藤会、千谷民踊会、寛三奈会、
　秀桜会、阿波踊りおぢや連、いなせ組、出雲流め
　ぐ美会、富久寿大学民踊クラブ、豊舟会、ねをの
　会、瑠美の会、華舞会、扇秀会、YOSAKOIチー
　ム城内、フエラニおぢや、吉谷長命会芸能部
■会場／市民会館大ホール
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市民
　会館内） 82-9111 

　楽集館企画展示
　小千谷の伝統芸能展
　小千谷に長く伝わってきた伝統芸能に関する資料
展を開催します。魚沼神社太

だ い だ い

太神
か ぐ ら

楽に使用する道具
や面、小千谷発祥で市外にも広がった巫

み こ

女爺
じ い

の人形
など、貴重な資料をお借りして展示します。巫女爺
は12地区に伝えられていますが、それぞれ特徴の
ある人形を使用しており、それらを一堂に展示しま
すのでご覧ください。入場は無料です。
■期日／10月18日㈯～11月9日㈰
※毎週水曜日は休館日です。
■時間／午前9時～午後5時
■会場／楽集館展示室
■問い合わせ／
▷生涯学習スポーツ課生涯学習係
　（総合体育館内） 83-0077
▷楽集館 82-8282

　小千谷市民文芸のつどい
　今年は記念講演会に若手俳人として活躍されてい
る神野紗希さんをお招きして開催します。入場は無
料ですので、どなたも気軽にお越しください。
■開催日／11月3日㈷

○俳句大会（句会を行います）

■時間／午前10時～午後2時30分
■会場／市民会館2階和室

○短歌大会（文芸おぢや応募作品の講評を行います）

■時間／午後0時30分～2時30分
■会場／市民会館2階中会議室

〇文芸おぢや表彰式

■時間／午後2時45分～3時
■会場／市民会館4階大会議室

○記念講演会※要事前申込

■時間／午後3時～4時
■会場／市民会館4階大会議室
■演題／俳句の魅力～あなたはどの句がお好き？～
■講師／神野紗希さん
■講師プロフィール／愛媛県松山市
　生まれ。俳人。高校時代、俳句甲
　子園をきっかけに俳句をはじめる。
　平成14年、第一回芝不器男俳句新
　人賞坪内稔典奨励賞受賞。平成16
　　　　　　　～22年、NHK-BS「俳句王国」司
　会。平成25年度NHKEテレ「俳句さく咲く！」選
　者。明治大学兼任講師。
■その他／講演会終了後、交流懇親会（会費2,000
　円）を開催します。参加を希望される方は、10月
　31日㈮までに申し込みください。
■申込・問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係
　（市民会館内） 82-9111

　第34回小千谷市展・総合文化展
　芸術の秋です。数々の力作が出展されますので、
ご家族おそろいでお越しください。入場は無料です。
■日時／10月31日㈮～11月3日㈷午前9時～午後6
　時（3日は午後5時まで）
■会場／東小千谷体育センター (ホットプラザ隣接）
■展示内容／
▷市展：日本画、水墨画、洋画・版画、書道、写真、
　工芸・彫塑
▷総合文化展：菊花、盆栽、生け花、押し花、絵手
　紙、鎌倉彫
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習係（総
　合体育館内） 83-0077

読書・芸術・文化の秋
　子どもとしょかん秋のつどい
　よみかたりボランティアによる楽しいおはなし会
です。どなたでも気軽においでください。
■日時／10月25日㈯午前10時30分～11時15分
■会場／市民会館2階中会議室
■内容／
▷パネルシアター「おだんごを食べたお月さま」
▷大型絵本「なにをたべてきたの？」
▷大型紙芝居「きつねのぱんとねこのぱん」　ほか
■問い合わせ／図書館 82-2724
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お知らせ

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
食
料
を
求
め
、
人
里
近
く
に
出
没
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
と
き
は
、

必
ず
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
山
の
近
く
で
作
業
を
す
る
と
き
も
、
十
分
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ク
マ
を
目
撃
し
た
り
痕
跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

市
役
所
ま
た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

■
ク
マ
を
人
里
に
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

○
不
要
に
な
っ
た
農
作
物
を
家
の
周
辺
や
農
地
に
放
置
し
な
い
。

○
収
穫
予
定
の
な
い
柿
や
ク
リ
の
実
は
早
目
に
処
分
す
る
。

○
ク
マ
の
隠
れ
場
所
に
な
る
藪
な
ど
は
刈
り
払
い
を
行
う
。

■
ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

○
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
鳴
ら
し
、
人
の
存
在
や
接
近
を
ク

　
マ
に
知
ら
せ
る
。

○
早
朝
や
夕
方
な
ど
、
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
間
帯
は
特

　
に
注
意
す
る
。

〇
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

■
そ
れ
で
も
ク
マ
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

○
と
に
か
く
落
ち
着
く
。
あ

　
わ
て
ず
、
騒
が
な
い
で
、　

　
ゆ
っ
く
り
後
退
す
る
。

○
ク
マ
は
逃
げ
る
も
の
を
追

　
い
か
け
る
習
性
が
あ
る
の

　
で
、
走
っ
て
逃
げ
な
い
。

○
攻
撃
が
避
け
ら
れ
な
い
と
き
は
急
所
を
守
る
。
地
面
に
伏
せ
、

　
両
手
で
首
の
後
ろ
を
ガ
ー
ド
し
、
頭
と
首
を
守
る
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
市
民
生
活
課
環
境
対
策
係

83
・
3
5
0
9

▽
小
千
谷
警
察
署

83
・
0
1
1
0

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
講
座
受
講
生
募
集

　
講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
定
員
ま

で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
受
講
料
（
材
料
費
）

の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
利
用
登
録
料
1
0
0
0
円

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
申
込
少
数
の
場
合
、
開
催
し
な
い
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

※
申
込
完
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、
材

　
料
費
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
無
断
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

82
・
8
5
1
0

○
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
講
座
1
・
2

　
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
、
お
い
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
の
作
り
方
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
２
つ
の
日
程
と
も
作
る
ケ
ー
キ
は
同
じ
内
容

と
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
ご
都
合
の
よ
い
日
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
①
11
月
6
日
㈭
②
11
月
13
日
㈭
い
ず

れ
も
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

■
会
場
／
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
1
階
料
理
講
習
室

■
講
師
／
澤
田
晃
さ
ん
（
コ
ラ
ソ
ン
）

■
定
員
／
①
、
②
と
も
各
10
人

■
受
講
料
／
1
5
0
0
円
（
材
料
費
１
回
分
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用

蓋
付
き
容
器

おやこの食育体験教室

　小学生の親子または祖父母と一緒に楽しい調理
実習や豆ひろいゲーム、食に関するクイズ、エプ
ロンシアターなどによる食育教室を開催します。
秋の日曜日にお出かけしてみませんか。
■日時／11月9日㈰午前9時30分～午後2時（午前
　9時15分～受付）
■会場／健康センター
■講師／小千谷市食生活改善推進委員・市栄養士
■定員／30人
■内容／
▷親子で調理実習・交流会食
▷親子で挑戦！豆ひろいゲーム
▷食育クイズ
▷食育エプロンシアター「なんでも食べる元気な
　まあちゃん」観賞
■持ち物／エプロン、三角巾、筆記用具
■申込締切／10月31日㈮
■申込・問い合わせ／健康センター保健係 83-
　3640

10月は土地月間です

　土地取引の届出について、国土利用計画法で
は法定面積以上の土地取引を行った場合、市を
経由して県知事に届出することを義務づけてい
ます。届出をしなかったり、偽りの届出をする
と罰せられることがあります。忘れずに手続き
をお願いします。
■法定面積／
▷都市計画区域内（東山、岩沢、真人以外の地
　区）：5,000㎡以上
▷都市計画区域外（東山、岩沢、真人地区）：
　10,000㎡以上
※個々の取引面積が小さい場合でも、総面積が
　法定面積以上になる場合は届出が必要です。
■届出義務者／土地の権利取得者（売買であれ
　ば買主）　
■届出期限／契約（予約含む）の日から起算し
　て2週間以内
■問い合わせ／建設課都市計画係 83-3514

イメージ画像
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※1：気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）
※2：市報おぢや平成26年9月10日号において、平成25年1～8月分の件数が22件となっていましたが正しくは17件でしたので訂正します。

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に
　開催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成26年
6月生まれ

11月  5日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成25年
12月生まれ

11月  6日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成25年
4月生まれ

11月11日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成24年
10月生まれ

11月12日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成23年
10月生まれ

11月13日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

11月乳幼児の健康診査日程

■まちのうごき（9月30日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※1 消防本部出動状況 交通事故発生状況

26年9月 過去10年
の平均

26年
1～9月

25年
1～9月

26年
1～9月

25年
1～9月

男 18,650人(－11) 出生 26人 平均気温 20.1℃ 21.8℃
火災 18件 18件

件数 68件 85件

女 19,053人(－20) 死亡 39人 最高気温 30.9℃ 34.0℃ 死者 1人 0人

合計 37,703人(－31) 転入 43人 最低気温 10.9℃ 11.6℃
救急 1,137件 1,104件

傷者 86人 112人

世帯数 12,711世帯(－4) 転出 61人 降水量月計 80.5㎜ 158.9㎜

初
心
者
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ス
キ
ー
用
の
ポ
ー
ル
で
歩
く
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
膝
や
腰
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
仲
間
と
お
話
し
し
な
が

ら
紅
葉
し
た
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
シ
ー
お
弁
当
が
付
き
ま
す
。
ま
た
、

終
了
後
は
「
ち
ぢ
み
の
里
」（
割
引
あ
り
）

で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
ポ
ー
ル

は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
3
日
㈷
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

■
会
場
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ

れ
あ
い
の
里
周
辺

■
定
員
／
30
人

■
参
加
料
／
1
0
0
0
円
（
保
険
料
・
お

弁
当
代
含
む
）

■
申
込
締
切
／
10
月
28
日
㈫

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
こ
い
こ
い
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
ぢ
や

83
・
0
0
8
5

2
0
1
4
岩
沢
駅
前
収
穫
祭

　
　
　

〜
震
災
復
興
10
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜

　
岩
沢
版
震
災
記
録
誌
の
発
行
を
記
念
し
て

10
月
25
日
㈯
夜
、
岩
沢
駅
前
通
り
が
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
ま
す
。
10
月
26
日
㈰

は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
実
り
の
秋
を
祝

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
会
場
／
岩
沢
駅
前
通
り
・
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
よ
り
処 

山
紫
」

■
内
容
／

▽
復
興
10
周
年
記
念
誌
発
行
お
披
露
目

▽
「
棚
田
米
」
や
地
場
産
農
作
物
の
直
売

▽
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
よ
り
処 

山
紫
」
秋

　
の
味
覚
御
膳
「
い
わ
べ
ん
」
復
活
限
定
販
売

▽
サ
ン
マ
の
つ
か
み
取
り
（
な
く
な
り
次
第

　
終
了
）

▽
各
種
露
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
／
岩
沢
ア
チ
コ
タ
ネ
ー
ゼ
事

務
局
（
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
よ
り
処
　
山
紫
」

内
）

89
・
8
2
2
0

古文書に親しもう！　
古文書と郷土の歴史

　市内の古文書整理ボランティ
アグループ「古新会21」によ
る古地図・古文書の展示と講
演会を行います。
■日時／11月9日㈰午前10時
　～午後4時
■会場／市民会館4階大会議室
■参加無料
■申込不要

○講演会

■時間／午後1時30分～3時
■講師／稲川明雄
　さん（河井継之
　助記念館館長）
■演題／小千谷談
　判と河井継之助
■問い合わせ／古新会21（担
　当：中山） 82-5193

※2
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た
式
典
な
ど
の
ほ
か
、
10

月
18
日
・
19
日
に
は
総
合

体
育
館
で
小
千
谷
復
興
感

謝
祭「
お
ぢ
ゃ
れ
元
気
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。　

よ

ら
れ
て
い
て
、
一
瞬
の
輝

き
は
み
な
さ
ん
の
心
に
永

遠
に
残
る
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　
　

あ

●
今
年
は
中
越
大
震
災
か

ら
10
年
と
い
う
こ
と
で
、

関
連
行
事
が
目
白
押
し
で

す
。
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

●
片
貝
ま
つ
り
の
奉
納
煙

火
は
今
年
も
お
お
ぜ
い
の

観
客
が
訪
れ
、
そ
の
美
し

さ
と
迫
力
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。「
あ
っ
が
ー
れ
！
」

の
か
け
声
と
と
も
に
打
ち

上
げ
ら
れ
る
花
火
は
一
発

い
っ
ぱ
つ
に
思
い
が
込
め

編
集
室
だ
よ
り

　9月20日、高梨の堤防の上から刈入れ作業しておられる情景をとらえ
ました。
　天高く馬肥ゆる秋と言いますが、馬は居ませんので、誰か代わってやっ
てくれませんか。
　最近かっこつけのあまり、小食の若者が増えているとか。新米・里芋・
きのこなど味覚の秋だてがんに、もったいないこったのし。
　おらは、せっかくのうまいもんいっぱい食って、頑張ろうと思ってる
だども。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４９１

天高く食欲の秋
（高梨）

問　題
　小千谷市が制定した「中越大震災の
日」は何月何日でしょう？
①3月10日　　　②9月1日
③10月23日
（ヒントは7ページ）
■応募先／郵便番号、住所、氏名を明
　記のうえ、次の宛先までお送りくだ
　さい。
　〶947-8501　小千谷市役所　企
　画政策課秘書広報係あて（住所は記
　載不要です）
■締切／10月24日㈮（当日消印有効）
　9月号の答えは①「大名行列」でし
た。抽選の結果、次の方々が当選しま
した。
　小山　菊枝さん　　滝沢　愛さん
　髙橋　実さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

真人トレッキングツアー

　まっと活性化委員会では、
真人原遺跡など地区内の名所
を巡るトレッキングツアーを
開催します。約9㎞のコース
です。車での併走もしますの
で、気軽にご参加ください。
■日時／11月2日㈰ 午前9時
　出発、昼食後解散。
■集合場所／真人住民センター
■参加料／1人3,000円（食
　事付）
■定員／先着20人
■その他／市役所駐車場から
　の送迎もあります。ご相談
　ください。
■申込・問い合わせ／真人住
　民センター 86-3002


